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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２１年　８月　1３日　(木)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　　相間野　雪枝　　記録者　和田　美代子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・節約推進物流管理委員会より８月のラウンド結果がWIZ掲示板にあります。指摘事項を各自確認し、 継続して節約に努めていくようにしましょう。また、職員食堂・休憩室などにおいての指摘もあるので、スタッフ間で休憩終了時に周囲の確認を行っていきましょう。

・お盆外出や外泊に行かれる患者様がいますが、帰院時にはボディチェック・服薬状況・精神状態の観察行っていきましょう。また、新型インフルエンザも発生しているので手洗い・うがいもきちんと行って頂きましょう。

＜患者様連絡事項＞

・中村　マス様～保護者である妹様へ連絡が取れず、弟様から連絡して頂くよう伝えていますが、折り返しの電話が来ていない状態です。SWへ情報提供行っています。

・鈴木　サダ様～ご本人より、下痢をするから牛乳をヨーグルトに変えて欲しいと訴え聞かれていますが、服薬時になると便秘だから下剤(シンラック液)を飲みたいと話されています。本人と話しをし、下痢が続くのであれば、まずは下剤の服用を止めて頂き、それでも下痢が続くようであれば食事内容の検討もしていくこととしています。Aユニットへつくスタッフは排便状況の観察・本人の訴え傾聴していきましょう。また、朝食時ヨーグルトを持って行こうとする事があるので、食事誘導についたスタッフは確認お願いします。

・山下　ヨシ様～排便コントロールの為、シンラック液が1本処方となっています。排便状況観察行っていきましょう。

・櫛桁　武男様～8月末にペースメーカー検査の為、日赤病院へ外出したいとのことです。現在外泊中なので帰院時にご家族へ、外出許可書の記入を行ってもらって下さい。

＜施設入所検討＞

・和田　敦子様～南山苑の他にグループホーム「二ツ家」の申し込みも行っています。

・向山　忠義様・峰田　満男様・前川原　勝美様・瀬川　はな様については、精神症状落ち着いてきているので、担当スタッフは施設入所に向けて御家族へ連絡を行っていきましょう。介護保険の申請も行われていないので、そちらの方の申し込みも行って頂くようにして下さい。

※現在お盆期間で外出・泊・面会等、御家族が来院されたときには、精神状態が落ち着いて来たら、今後についてどう考えているのか(退院や施設入所等)の確認を行っていきましょう。

　　　

家族支援について（勉強会）

【実施方法】

①面会の依頼
・毎月月末に、疎遠家族担当スタッフにより面会状況を確認し、3カ月間、面会に来ていない御家族をリストアップし、受け持ちスタッフから面会の依頼と、お盆・正月の面会の依頼をする。

②外出・泊の依頼
・お盆・正月に関し、御家族へ受け持ちスタッフから外出・泊の依頼をする。
③暑中見舞い・年賀状・手紙の作成
・7月と12月に暑中見舞い・年賀状・手紙を書く事にする。

【3カ月間疎遠となっている御家族への対応】

・面会、外出・泊状況を、資料4の「家族来院・交流状況表」を用いて毎月評価を行い、最低3カ月間来院が滞っている（遠方在住で定期的な来院がされている御家族・保護者が居ない患者様は対象外とする）御家族に対し、受け持ちスタッフより面会依頼の電話連絡を行う。

（連絡例）
「ここ3カ月間、面会ございませんが、近いうちにご都合をつけて面会へいらして頂けないでしょうか。○○様も心待ちにしております。」と事前に受け持ちスタッフよりご家族へ連絡をしておく。

・医事窓口で、入院費の支払いだけを済ませ、面会をせずに帰られてしまうご家族に対し、今年度は、医事チームとの連携を図り、疎遠家族への面会依頼を実施する。各病棟で疎遠患者様のご家族を報告し、来院時、面会を依頼してもらう。
【お盆・正月の対応】
・7月からお盆の外出・泊に向け、面会時などを利用し御家族様へ確認・促しを行う。

・12月から正月の外出・泊に向け、面会時などを利用し御家族様へ確認・促しを行う。

・面会時や、電話連絡の際に御家族の予定を尋ねながら外泊の促しをして行く。
・外泊が出来ないという場合は外出（ランチ外出など）を促して行く。
・外出も出来ない・都合がつかない場合は面会を促して行く。
※栄養チームとの連携・食事発注数把握の為、お盆（8月）・正月（1月）の外出泊表を作成し、病棟スタッフへの外出・泊者の周知を行っていく。

※薬局との連携を図り、持参薬セットに関する事故を防いでいく。
＜盆外出、泊＞

H21・7・31までに確認が取れなかった場合、

受け持ちスタッフより御家族様へ電話連絡をし、外出・泊の依頼を行っていく。患者様本人より電話確認出来る場合は本人様より確認して頂く。
＜正月外出、泊＞
H21・12・31までに確認が取れなかった場合、

受け持ちスタッフより御家族様へ電話連絡をし、外出・泊の依頼を行っていく。患者様本人より電話確認出来る場合は本人様より確認して頂く。
【外出・泊、面会確認と依頼の手順例】
＜外泊の依頼＞
例・「お盆・（正月）が近くなっております。○○様と一緒のお時間を過ごして頂きたいと考えており、外泊を勧めていますがいかがでしょうか。」
例・定期的に面会に来られる御家族様に対して
「お盆・（正月）外泊ですが、日時などお考えでしょうか。〇〇様とお墓参りできると良いですね。」
※注意　お盆・正月期間が無理であれば、前後の外泊でも良い事を伝える。
＜外出の依頼＞
例・「外泊が難しいのであれば、外出をして昼食を一緒に摂って頂く事でも構いませんが、いかがでしょうか」　　
※注意　お盆・正月外泊、近日中の外泊が無理であれば、外出でも良い事を伝える。
＜面会の依頼＞
・外出、外泊どちらも無理だと言われた場合
例・「外出・泊が難しいのであれば、面会に来ていただければ○○様も喜びますし、安心　　　　
されると思いますのでお願い致します」　






